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２　但馬牛肥育牛への有用微生物資材投与は疾病予防と枝肉歩留基準値の改善に効果的

ねらいと成果

安全で安心な畜産物生産のために抗菌製剤の使用

を減らすことが推奨されている。鶏、豚及び子牛で

は乳酸菌、枯
こ

草
そう

菌などの生菌製剤を与えると病原菌

の増殖が抑制されることによる増体効果が認められ

ている。また、鶏に生菌製剤を与えると腹腔
ふくくう

内脂肪

が減少したとの報告もある。しかし、肥育牛に生菌

製剤を与えその影響を調べた報告は少ない。酵母菌

には牛の第一胃機能障害を軽減させたり、免疫能を

高める効果があることが報告されている。そこで、

乳酸菌、枯草菌及び酵母を含む資材を肥育牛に与え、

疾病発生状況、産肉性に対する影響を調べた。

その結果、但馬牛肥育牛への有用微生物資材投与

は疾病を予防し、さらに、枝肉の歩留基準値を高め

ることが明らかとなった。

内　容

供試牛は10カ月齢の但馬牛去勢牛８頭を用い、微

生物資材投与区と対照区の２区に分けた。使用した

微生物資材（NB90、日本微生物化学㈱）には乳酸

菌（Lactobacillus acidophilus）、枯草菌（Bacillus

subtilis）及び酵母菌（Saccharomyces cerevisiae）が

それぞれ107-8個/g含まれていた。微生物資材を濃厚

飼料に0.3％の割合で混合し、投与区に全期間与え

た。濃厚飼料は17カ月齢までは制限給餌し、その後

は飽食とした。粗飼料はチモシー乾草（10～11カ月

齢）とペレニアルライグラスストロー（12カ月齢以

降）を制限給餌し、出荷は30カ月齢とした。

肥育中期の濃厚飼料摂取量は投与区が対照区より

も有意に少なくなったが、それ以外の時期では粗飼

料、濃厚飼料共に両区に有意な差は見られなかった。

発育値では両区に有意な差は見られなかった。疾病

発生状況では投与区の第一胃機能障害、下痢症が少

なくなる傾向が見られた（表１）。脂質代謝に関係

する血漿
けっしょう

中トリグリセリド濃度は肥育前期に投与区

が対照区に比べ有意に低くなった。枝肉形質では、

歩留基準値は投与区が対照区に比べて有意に高い値

を示し（表２）、皮下脂肪厚は投与区が対照区より

も薄い傾向が見られた。胸最長筋※の脂肪酸組成で

は、融点の高い（口溶けの悪い）飽和脂肪酸である

パルミチン酸は投与区が対照区よりも有意に低い値

を示した。

以上のことから、乳酸菌、枯草菌及び酵母菌を含

む微生物資材を肥育牛に与えると疾病発生率が減少

する可能性が示唆され、また、歩留基準値を高め無

駄な脂肪の少ない枝肉が生産されることが分かっ

た。さらに、微生物資材が枝肉脂肪の脂肪酸組成に

影響する可能性も考えられた。

今後の方針

有用微生物資材の疾病発生率、脂肪酸組成に対す

る影響をより明確にするため、多頭数での実証試験

を行う必要がある。
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表１　疾病発生状況 表２　枝肉形質

※ロースの芯にあたる筋肉のこと


